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思
い
出
・
水
車
写
真
パ
ネ
ル
よ
り
（
そ
の
５
） 

水
路
の
浚
渫
作
業
２
０
１
４
年 

                     

蛇
行
し
て
い
た
古
川
の
氾
濫
原
低
地
の
残
象
地
形 

こ
の
地
形
を
利
用
し
て
江
戸
時
代
末
期
に
水
車

が
作
ら
れ
、
今
も
形
を
と
ど
め
、
水
車
小
屋
で
水

輪
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
見
せ
て
く
れ
る
。

讃
岐
の
日
照
り
や
大
水
に
耐
え
て
動
い
て
き
た
水

車
や
周
辺
機
械
の
仕
組
み
と
歴
史
を
学
び
な
が

ら
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
新
し
い
人

の
輪
を
広
げ
楽
し
い
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

題字 森佐知子 

カット平田真咲 

川岸に彼岸花 薮の向こう側に、旧古川
の水路が低く流れている。緑の藪と雑木
林は旧古川の岸辺・自然堤防として今も
残っている。保存方法が課題。手前の細
い道は昔「青木農道」と呼ばれ、自転車
やリヤカーが往来していた。（9月） 

高原水車友の会 第 10回総会 

日時 2023年 5月 27日（土） 午後１時～４時  

会場 農協林支店二階会議室 

議題 活動報告 （活動日誌） 友の会会員から 

会計報告 監査報告  

今後の活動計画 

講演「今後の水車復元について― 搬送機構と製粉など」 

池森寛氏（西日本工業大学名誉教授・福岡県久留米市）（予定） 

  製粉循環装置の動きを探る・その他 

野瀬秀拓氏（水車大工棟梁・福岡県久留米市） 

       水車と繰り上げ装置の動きを動画で見る・行灯篩の復元 

 報告 香川大学の取り組み その他 

♪♪♪―閉会後水車場にて見学会―♪♪♪ 

会員のみなさま、年会費 1000 円を添付の振込用紙にてよろしくお願い

いたします。高原水車友の会口座は郵便局 01600‐4‐132809 です。 
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２ 

 

ひ
と
く
ち
メ
モ 

―

高
原
水
車
収
蔵
資
料
１
４
よ
り 

明
治
末
か
ら
水
車
と
石
油
発
動
機
を
併
用
し
て
い
た
。 

【
原
動
機
ノ
馬
力
及
ヒ
工
場
建
物
ノ
構
造
一
部
並
ニ
機
械
ノ

位
置
変
更
及
ヒ
主
要
機
械
増
設
許
可
願
】 

昭
和
二
年
五
月 

そ
れ
ま
で
の
４
馬
力
の
原
動
機
を
廃
止
し
、
５
馬
力
に
変
更

の
た
め
、
香
川
県
知
事
へ 

「
土
台
基
礎
図
面
」
等
を
提
出
。 

発
動
機
は
焼
玉
式
石
油
発
動
機
。 

縦
６
尺 

横
４
尺 

深
さ
５
尺 

栗
石 

厚
さ
１
尺 

コ
ン
ク
リ
ー
ト 

厚
さ
４
尺 

板
石 

厚
さ
６
寸 

取
付
ボ
ー
ル
ト
径
６
分
鉄
円
型

４
本 

（
１
尺
＝
１
０
寸
＝
０
．
３
０
３
ｍ
） 

◆
一
年
遅
れ
の
ご
報
告
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
通
信
に

て
昨
年
の
総
会
の
概
略
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

                 

２
０
２
１
年
度
（令
和
３
年
）
収
支
決
算
報
告 

収
入 

953
,476

円
（
会
費
・
寄
付
金
・
助
成
金
よ
り
） 

支
出 

711
,149

円
（
通
信
・
会
報
発
行
費
・
会
議
費
・ 

水
車
環
境
整
備
費
等
） 

繰
越 

242
,327

円 

（
詳
細
は
総
会
報
告
書
参
照
） 

２
０
２
２
年
度
（令
和
４
年
）予
算
額 

収
入 

452
,327

円
（
会
費
・
寄
付
金
よ
り
） 

支
出 

452
,327

円
（
通
信
・
会
議
費
・
活
動
費
） 

              

高原水車友の会 第 9回総会（報告） 

日時 2022年５月 28日（土） 午後１時～４時  

会場 農協林支店二階広間会議室 

議題 活動報告 友の会会員から 

会計報告 監査報告  

今後の活動計画 

講演 「今後の水車復元について－搬送機構など－」 

池森寛氏（西日本工業大学名誉教授） 

野瀬秀拓氏（水車大工棟梁・福岡県久留米市） 

  報告 香川大学工学部学生プロジェクト 

「水辺の休憩室」 

       ♪♪♪―閉会後水車場にて見学会

―♪♪♪ 

 

   

    ♪♪♪―閉会後水車場にて見学と親睦会

―♪♪♪ 

第９回総会受付：大学生の参加はうれしい。 会場風景：後ろの壁に貼り付けてある細長い
紙は、「水車復元の歩み絵巻」。（2011年～2021

年） 
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３ 

 

  

 

《
総
会
の
よ
う
す
報
告
》 

 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
こ
の
２
年
間
、
高
原
水
車
友
の
会

総
会
を
中
止
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
（
２
０
２
２
年
）

は
、
５
月
２
８
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
い
つ
も
通
り
、
農
協
林
支
店
２
階

広
間
を
お
借
り
し
て
、
４
５
名
の
ご
参
加
を
得
て
活
発

に
楽
し
く
３
時
間
の
会
議
を
終
え
、
そ
の
後
水
車
場
へ

移
動
し
て
、
回
る
水
車
を
見
な
が
ら
お
茶
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

今
年
は
、
い
つ
も
の
友
の
会
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
に
、
新

し
い
高
校
同
窓
会
グ
ル
ー
プ
（S

4
4

年
卒
）
、
香
川
大

学
学
生
「
水
辺
の
休
憩
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
チ
ー
ム
、

香
川
大
学
の
先
生
方
、
和
歌
山
県
の
す
さ
み
水
車
、
観

音
寺
大
野
原
町
五
郷
の
水
車
の
方
々
も
見
え
て
、
力
強

く
新
し
い
風
を
感
じ
ま
し
た
。 

今
後
は
、
製
粉
機
構
の
稼
働
復
元
、
古
い
文
化
財
資
料

の
展
示
、
周
辺
景
観
の
維
持
等
々
、
課
題
は
大
き
く
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
２
０
１
４
年
以
来
積
み
上

げ
て
き
た
友
の
会
の
活
動
を
礎
に
、
前
を
向
い
て
歩
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
友
の
会 

平
田
） 

講
演 

（
配
布
資
料
は
友
の
会
に
あ
り
ま
す
） 

 

・
野
瀬
大
工
「
水
車
の
伝
統
技
術
と
讃
岐
の
技
術
」

（
規
矩
法
併
用
に
よ
る
数
珠
繰
り
図
面
・
高
原
水

車
の
三
種
類
の
数
珠
繰
り
の
比
較
一
覧
） 

 

 

・
池
森
寛
氏
「
水
車
・
製
粉
装
置
の
修
復
（
復
元
・

未
対
応
）
の
現
状
」
（
修
復
の
現
状
・
昇
降
機
①

の
謎
解
き
・
ガ
ン
ド
の
篩
絹
は
？
道
半
ば
） 

・
大
石
道
義
氏
「
産
業
技
術
・
教
育
・
福
祉
・
文
化
・

環
境
」
面
で
の
包
括
的
価
値
創
造
を
め
ざ
し
た
古

農
具
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ガ
ー
デ
ン
の
提
案
」 

あ
い
さ
つ
と
報
告 

香
川
大
学
寺
尾
先
生
か
ら
、
新
設

道
路
問
題
に
つ
い
て
知
事
へ
の
メ
ー
ル
（
村
山
先

生
）
の
紹
介 

  

        

  

野瀬水車大工：「水車の伝統技術と讃岐の
技術」 曲尺（かねじゃく）を使っての
実習もあり。 

池森寛名誉教授：「水車・製粉装置復元の現
況について」 会場から、水車の力学的質
問など活発なやり取りがありました。 

野瀬大工「昇降機（繰上げ機）①」（石

臼下⇔ガンド）の模型説明 

総会後、水車場で団らん 香川大学学生発表「水辺の休憩所」 
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４ 

 

歯車・綱車のサイズを計測 

 総会翌日（５月２９日）、繰り上げ機（数珠繰り）と行灯篩（ガンド）の回転数を予測するための基

礎データを得るため、池森先生・緒方先生と友の会メンバー７名で歯車の歯数と繰り上げ機を動かす綱

車の大きさを測定した。水車が１回転するとそれぞれの機械が何回転するかを調べたといえる。高所に

登り、機械のすき間に入り、細かい測定をされた皆さんのご苦労に感謝！ 

池森先生から下記の調査報告書「高原水車場の製粉循環装置の動きを探る」をいただいた。 
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５ 

 

 
           

    

           

 

高所で測定する。 中央の丸太のような横棒が主軸。水車場の

動力を支配している。粉の繰り上げ、行灯

篩の動きを制御している。 
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６ 

 

水
車
の 

四
季
を
め
ぐ
る 

 
２
０
２
２
年
度 

 

 

６
月 

 

水
車
友
の
会
が
毎
年
育
て
る
「
も
ち
麦
」 

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
た
っ
ぷ
り
の
美
味
し
い
麦
を

収
穫
し
て
い
ま
す
。
見
学
の
方
に
お
分
け
し
た
り
、

発
酵
さ
せ
て
美
味
し
い
パ
ン
を
作
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

 

脱
穀
を
し
て 

 

今
年
も
豊
作

☀
♬
♪ 

            

真
夏
の
イ
ベ
ン
ト 

８
月
２
７
日 

 

 
 

蕎
麦
の
種
蒔
き 

 
 

 

 

バ
ン
ド
演
奏
会 

 

T
K
B
4
4

高
松
高
校
４
４
年
卒
組 

水辺の休憩所 
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７ 

 

晩
秋 

実
り 

９
月
～
１
０
月 

 

 

  

        

           

 

      

蕎
麦
の
脱
穀 

１
１
月
２
８
日 

 

    

       

        

（写真上２枚） 

蕎麦の収穫。 
10 月 29 日 
 
柿も鈴生りに
実をつけまし
た。すぐに干
し柿作り。 

細い茎の蕎麦も実をつけて、脱穀の日を迎えました。ご苦労さま♪♪♪ 

南の由良山を背景に、高原水車（左）と佐藤家（右）
の納屋。手前の田圃は半分ほど道路に変わる。 蕎麦の白い花と彼岸花 

     ９月 28 日 
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８ 

 

水
車
場
復
元
活
動 

２
０
２
２
年
度 

 

 
◆
水
輪
の
４
分
の
１
を
実
物
組
立
展
示
（
５
月
１
２
日
） 

 

８
枚
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
水
輪
の
２
枚

分
を
組
立
て
た
。
比
較
的
形
を
と
ど
め
て
い
る
も
の

を
使
っ
た
。
そ
の
他
は
隣
の
棚
に
展
示
（
（於
西
長
屋
） 

                    

 

 

 

             

◆
ガ
ン
ド
の
絹
張
り
作
業 

（１
１
月
２
６
日
） 

  

新しい木で太い支柱を建て、重い水車軸を
天井近くに設置 準備作業 2021 年９月～ 

伸子張りの要領でガンドの枠に絹を張り付け 

ましょう。昔、おばあちゃんがやってましたね。 

元の水車（文化財）の４分の１（下部）
を組立てた。 

慎重に始めました。手さばきがいいです。 

水輪の下にある底樋（そこどい）
を再現。水路に浸かっていたが、
形をとどめていた。材料は松材。 

野瀬大工作成 
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９ 

 

       

 

           

 

       

                           

活
動
日
誌 

２
０
２
２
年
春
～
２
０
２
３
年
春 

 

★
各
月
末
土
曜
日
は
水
車
場
公
開 

１
２
月
は
お
休
み 

５
／
１
２
・
１
３ 

旧
水
車
展
示
作
業
（
於
西
長
屋
） 

５
／
２
８ 

高
原
水
車
友
の
会
第
９
回
総
会 

５
／
２
９ 

池
森
先
生
を
中
心
に
歯
車
・
綱
車
計
測 

７
／
３
０ 

野
瀬
大
工
来
訪 

石
臼
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し 

 
 

粉
を
挽
い
て
み
る
。
篩
い
は
手
篩
を
使
用 

 
 

香
川
高
専
学
生
さ
ん
発
表
「
高
原
水
車
の
将
来
像
を 

デ
ザ
イ
ン
す
る
」 

香
川
大
学
寺
尾
先
生
発
表 

８
／
２
０ 

ベ
ネ
ッ
セ
主
催
瀬
戸
内
海
地
域
振
興
助
成
情 

報
共
有
会
に
参
加
（
堀
家
） 

８
／
２
６ 

県
土
木
事
務
所
来
訪 

水
車
排
水
路
石
垣
上 

付
替
え
道
路
の
安
全
に
つ
い
て
話
合
い 

８
／
２
７ 

蕎
麦
種
蒔
き 

Ｔ
Ｋ
Ｂ44

バ
ン
ド
演
奏  

９
／
２
４ 

「
マ
ル
イ
ツ
ー
リ
ス
ト
」
団
体
見
学
１
９
名  

１
０
／
２
９
「
文
化
財
リ
ス
ト
」
再
確
認
作
業 

旧
水
車

部
材
（
破
損
）
整
理
収
納
作
業
始
め
る 

蕎
麦
刈
り 

１
１
／
２
６
ガ
ン
ド
絹
張
り
作
業
始
め
る 

１
／
２
８ 

手
打
ち
そ
ば
・
製
麺
機
に
よ
る
そ
ば
（
友
の

会
収
穫
の
そ
ば
粉
使
用
） 

双
方
と
も
大
成
功 

２
／
１
６ 

香
川
大
学
で
水
車
報
告
会
（
川
崎
氏
出
席
） 

２
／
２
５ 

ひ
な
祭
茶
会 

３
／
２
０ 

水
車
・
歯
車
・
主
軸
・
搬
送
装
置
１
・
ガ
ン 

ド
が
連
動
し
て
動
き
始
め
る 

３
／
２
４ 

さ
ぬ
き
市
文
化
財
保
護
協
会
が
見
学 

３
／
２
５ 

Ｔ
Ｋ
Ｂ44

バ
ン
ド
演
奏 

ひ
な
祭
り
茶
会 

４
／
１
５ 

福
山
よ
り
香
川
県
の
文
化
財
観
光
ツ
ア
ー 

 

◆
水
車
と
墓
地
周
辺
の
風
致
を
考
え
る
♪
♪ 

うどん粉を水で溶かして、かき混ぜながら火に

かけると糊ができます。昔、障子紙を貼る時に

やっていました。その糊を木枠に塗り、その後

伸子張りで絹布を留めます。 ガンド（行灯篩）の中を 

掃除しておきます。 

日
本
の
水
車
・世
界
の
水
車
ニ
ュ
ー
ス 

池
森
先
生
発
行
の 

「Ｍ
Ⅰ
Ｌ
Ｌ
み
る
水
車
ノ
ー
ト
」 

よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

☆
《
純
米
吟
醸
「
水
車
物
語
」
吉
村
酒
造
》 

こ

の
お
酒
の
瓶
は
池
森
教
授
の
本
棚
の
奥
深
く

に
長
ら
く
飾
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
姿
を
見
せ

た
の
で
ご
紹
介
。
吉
村
家
は
明
治
２
９
年
に
伏

見
城
外
堀
を
改
築
し
た
疎
水
運
河
の
落
差
を

利
用
し
た
大
規
模
な
水
車
利
用
の
精
米
業
を

開
始
。
大
正
期
に
酒
造
業
に
転
業
、
現
在
に
至

る
。
水
車
で
ゆ
っ
く
り
搗
い
た
米
は
摩
擦
熱
を

帯
び
ず
酒
米
に
適
し
て
い
る
と
の
先
祖
の
教
え

を
守
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
現
在
「
水
車
物
語
」

は
発
売
停
止
。 

☆
明
治
初
期
の
書
籍
と
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
た

水
車 

そ
の
①
田
代
義
矩
纂
輯
『
図
解
機
械
事

始
』
明
治
５
年 

そ
の
②
橋
爪
貫
一
抄
訳
『
童

蒙
手
引
草
』
明
治
６
年 

上
掛
け
、
中
掛
け
、
下

掛
け
水
車
の
構
造
を
図
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
水

の
運
動
力
の
伝
わ
り
方
（
効
率
）
を
説
明
し
て

い
る
。
彼
は
元
幕
臣
、
士
族
出
身
の
勧
業
家
で

あ
り
出
版
人
で
あ
っ
た
。
号
松
園 

☆
日
本
の『
水
車
用
語
集
』
編
纂
が
続
く
。
２
０

０
３
年
当
時
、
産
業
考
古
学
会
で
着
手
さ
れ
た

が
、
先
生
方
多
忙
の
た
め
近
年
中
断
し
て
い

た
。
今
回
当
時
の
資
料
を
発
掘
し
な
が
ら
、
池

森
・
緒
方
・
小
坂
先
生
た
ち
が
再
開
し
て
い
る
。 

☆
そ
の
他
「
足
踏
車
式
製
粉
機
」
（
旧
和
中
散

本
舗
大
角
家
・
滋
賀
県
）
の
図
や
写
真
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
大
角
家
は
重
要
文
化
財
。 
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